
と
あ
る
。
こ
の
「
禅
本
草
」
『
炮
炎
論
』
と
は
い
っ
た
い
い
か
な
る

害
か
。
従
来
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

道
三
（
一
五
○
七
～
九
四
）
よ
り
さ
き
、
室
町
中
後
期
に
活
躍
し

た
学
僧
に
月
舟
寿
桂
（
幻
雲
、
一
四
六
○
～
一
五
三
三
）
が
い
る
。
月

舟
は
す
こ
ぶ
る
医
書
に
通
じ
、
当
時
の
一
流
医
師
と
交
友
関
係
を

も
っ
た
。
需
め
ら
れ
て
い
く
た
の
神
農
画
に
賛
を
な
し
た
が
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
七
絶
が
あ
る
。

人
身
牛
首
姓
其
姜
手
握
潴
鞭
編
薬
方

曲
直
瀬
道
三
『
啓
迪
集
』
二
五
七
四
）
の
巻
頭
を
飾
っ
た
策
彦

周
良
（
一
五
○
一
～
七
九
）
の
題
辞
中
に

…
…
恵
日
雅
述
『
禅
本
草
」
、
湛
堂
準
老
製
「
炮
炎
論
」
以
佐
之
。

儒
・
釈
・
医
之
意
旨
、
錐
有
馬
異
盧
同
、
先
聖
後
聖
其
撲
一
也
。

40

月
舟
寿
桂
か
ら
曲
直
瀬
道
三
へ

Ｉ
「
禅
本
草
」
を
め
ぐ
っ
て

○
小
曽
戸
洋
・
宮
川
浩
也
・
真
柳
誠

今
日
吾
家
禅
本
草
烏
頭
毒
気
有
誰
嘗

前
南
禅
寿
桂

こ
の
「
禅
本
草
』
は
策
彦
周
良
の
い
う
「
禅
本
草
」
と
同
一
書

に
違
い
あ
る
ま
い
。
月
舟
は
「
史
記
」
を
研
究
し
、
宋
版
（
南
化
本
）

「
史
記
」
に
詳
細
限
り
な
い
注
を
施
し
た
。
そ
の
先
駆
を
な
し
、

月
舟
の
学
ん
だ
五
山
学
僧
に
桃
源
瑞
仙
（
一
四
八
○
～
八
九
）
が
い

る
。
桃
源
は
相
国
寺
の
住
持
と
な
っ
た
高
僧
で
、
そ
の
著
「
（
桃
源
）

史
記
抄
」
は
月
舟
が
『
史
記
』
注
で
し
ば
し
ば
引
用
す
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
月
舟
注
に
は
引
用
さ
れ
な
い
が
、
演
者
ら
は

『
史
記
抄
」
の
扁
鵲
倉
公
伝
の
部
分
に
『
禅
本
草
」
や
『
炮
炎
論
』

に
関
す
る
記
載
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

盧
山
恵
日
雅
禅
師
乃
真
淨
高
弟
、
喜
著
『
禅
本
草
」
一
篇
、
日

「
禅
味
甘
性
涼
、
安
心
臓
、
荘
邪
気
、
閾
塞
滞
、
通
血
脈
、
清

神
益
志
、
駐
顔
色
、
除
熱
悩
、
．
：
…
」
。

・
・
・
…
湛
堂
準
禅
師
、
与
雅
公
為
法
門
昆
仲
、
因
雅
述
「
禅
本
草
」
、

乃
製
「
炮
炎
論
」
佐
之
、
日
「
人
欲
延
年
長
生
、
絶
諸
病
者
、

先
熟
覧
『
禅
本
草
」
、
若
不
観
『
禅
本
草
』
、
則
不
知
薬
之
温
涼
、

不
弁
薬
之
真
仮
、
而
又
不
諸
何
州
何
県
所
出
者
最
良
、
既
不
能

窮
其
本
末
、
豈
悟
薬
之
体
性
耶
。
：
：
：
」
。
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右
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
が
、
桃
源
の
記
文
に
よ
り
、
当
時
い

か
に
『
禅
本
草
」
「
炮
炎
論
」
の
二
書
に
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て

い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

実
は
『
禅
本
草
』
は
『
説
郛
』
（
宛
委
山
堂
本
）
、
「
五
朝
小
説
」
、

『
宋
人
百
家
小
説
珀
記
家
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
現
伝
し
て
い
る
。

恵
日
は
宋
人
で
、
む
ろ
ん
遣
唐
使
の
薬
師
恵
日
で
も
、
帰
化
僧
の

東
明
恵
日
で
も
な
い
。
同
書
は
千
字
に
も
満
た
な
い
短
篇
で
、
「
禅
」

「
講
」
「
戒
」
「
定
」
「
浄
土
」
の
五
件
を
薬
物
に
な
ぞ
ら
え
、
本
草

書
の
記
述
形
式
に
の
っ
と
り
、
そ
の
薬
性
・
効
用
・
品
質
・
用
法

な
ど
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
禅
本
草
」
は
こ
の
よ
う
に
医
薬
害
の
体
裁
に
擬
し
た
仏
書
で
、

医
薬
書
で
は
な
い
。
し
か
し
、
策
彦
の
題
辞
に
も
説
か
れ
る
よ
う

に
、
当
時
、
儒
・
釈
・
医
は
不
分
離
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
幅

広
い
中
国
最
新
文
化
の
導
入
・
受
容
の
担
い
手
は
、
医
界
・
画
界

な
ど
も
含
め
て
学
僧
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

従
来
、
近
世
日
本
漢
方
の
基
盤
は
、
田
代
三
喜
が
明
よ
り
は
じ

め
て
李
朱
医
学
を
持
帰
り
、
道
三
が
こ
れ
を
承
け
、
日
本
化
し
て

広
め
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
月
舟
な
ど
の
遣

し
た
研
究
の
足
跡
を
み
る
に
、
そ
の
興
る
べ
き
学
問
土
壌
は
す
で

に
充
分
に
熟
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
阿
佐
井
野

版
「
医
書
大
全
」
（
一
五
二
八
）
や
、
五
山
版
「
察
病
指
南
」
、
一
乗

谷
版
『
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
」
二
五
三
六
）
の
出
版
も
そ
の

一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。
道
三
の
仕
事
は
新
た
に
続
々
と
伝
え
ら
れ

る
中
国
医
書
を
、
い
か
に
す
み
や
か
に
効
率
的
に
受
容
す
る
か
に

あ
っ
た
。
「
啓
迪
集
」
の
編
纂
資
料
に
は
嘉
靖
版
医
書
が
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
大
半
は
京
を
中
心
と
す

る
五
山
僧
、
学
医
、
知
識
人
層
よ
り
提
供
を
受
け
た
も
の
で
、
田

代
三
喜
よ
り
授
か
っ
た
資
料
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
『
啓
迪
集
」
完
成
以
後
も
道
三
は
新
渡
来
医
書
の
研
究
に

心
を
傾
け
て
い
る
。

以
上
「
禅
本
草
」
を
一
材
料
に
、
桃
源
１
月
舟
ｌ
策
彦
ｌ
道
三

と
い
う
一
つ
の
線
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
歴

史
の
糸
の
、
い
わ
ば
九
牛
の
一
毛
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
、
近
世
日

本
医
学
隆
興
の
学
術
的
・
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
、
多
角
度
の
視

点
か
ら
の
研
究
が
望
ま
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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